
古
典
文
法
・
助
動
詞
⑥
「
む
、
む
ず
」【
解
答
】 

 
【
練
習
１
】 

１
（
口
語
訳
）
深
い
理
由
が
あ
る
の
だ
ろ
う 

 

（
文
法
的
説
明
）
推
量
の
助
動
詞
「
む
」
の
終
止
形 

 
 
 
 

「
ん
」
は
「
む
」
の
音
が
変
化
し
た
も
の
。 

 

２
（
訳
）
気
持
ち
が
す
る
だ
ろ
う 

 

（
説
）
推
量
の
助
動
詞
「
む
」
の
已
然
形 

 
 
 
 
 

強
意
の
係
助
詞
「
こ
そ
」
と
の
係
り
結
び
で
已
然 

 

形
「
め
」
と
な
っ
て
い
る
。 

 

３(

訳)

何
の
楽
し
み
が
あ
る
だ
ろ
う
か
、
い
や
無
い
。 

 

（
説
）
推
量
の
助
動
詞
「
む
」
の
連
体
形 

 
 
 
 

「
む
」
は
反
語
の
係
助
詞
「
か
」
と
係
り
結
び
に
な 

 

っ
て
い
て
連
体
形
。 

 

４
（
訳
）
探
そ
う 

 

（
説
）
意
志
の
助
動
詞
「
む
」
の
終
止
形 

 
 
 
 

「
我
」
と
い
う
一
人
称
主
語
で
あ
り
、
「
む
」
は
意 

志
で
と
る
の
が
よ
い
。 

 

５
（
訳
）
つ
か
み
つ
ぶ
そ
う 

 

（
説
）
意
志
の
助
動
詞
「
む
」
の
終
止
形 

 
 
 
 

主
語
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
私
が
～
し
よ
う
」 

と
い
う
一
人
称
主
語
の
文
脈
で
あ
り
、
「
む
」
を
意 

志
で
と
る
の
が
よ
い
。 

 

６
（
訳
）
子
を
産
も
う 

 

（
説
）
意
志
の
助
動
詞
「
む
」
の
終
止
形 

 
 
 
 

一
人
称
主
語
で
は
な
い
が
、
「
意
志
」
で
解
釈
す
る 

の
が
自
然
な
例
。
「
と
」
の
上
は
終
止
形
。 

 

７
（
訳
）
疎
遠
で
あ
る
の
が
よ
い 

 

（
説
）
適
当
の
助
動
詞
「
む
」
の
終
止
形 

 
 
 
 
 

主
語
は
二
人
称
で
は
な
い
が
、
「
適
当
」
で
解
釈
す 

 
 
 
 

る
と
う
ま
く
い
く
例
。
「
な
」
は
強
意
（
完
了
）
の 

助
動
詞
「
ぬ
」
の
未
然
形
。 

 

 

 

８
（
訳
）
い
な
い
の
が
よ
い 

 

（
説
）
適
当
の
助
動
詞
「
む
」
の
終
止
形 

 
 
 
  
  
 

二
人
称
主
語
で
は
な
い
が
、
「
適
当
」 

で
解
釈
す 

る
と
う
ま
く
い
く
例
。
「
な
」
は
強
意
（
完
了
）
の 

助
動
詞
「
ぬ
」
の
未
然
形
。 

 

 ９
（
訳
）
心
を
痛
ま
せ
る
（
苦
し
め
る
）
の
は 

 

（
説
）
勧
誘
の
助
動
詞
「
む
」
の
終
止
形 

 
 
 
  
  
 

主
語
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
文
脈
で
は
「
あ
な 

た
は
」
と
二
人
称
主
語
に
な
り
、
「
勧
誘
」
で
と
る 

 

と
う
ま
く
い
く
例
。「
な
む
や
」
は
「
勧
誘
・
適
当
」 

 

に
よ
く
あ
る
形
で
「
な
」
は
強
意
（
完
了
）
の
助 

 

動
詞
「
ぬ
」
の
未
然
形
。「
や
」
は
疑
問
の
係
助
詞
。 

 

 

10
（
訳
）
宮
中
に
参
上
な
さ
い
ま
せ
ん
か 

 

（
説
）
勧
誘
の
助
動
詞
「
む
」
の
終
止
形 

 
 
 
  
  
 

主
語
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
文
脈
で
は
「
あ
な 

 

た
は
」
と
二
人
称
主
語
に
な
り
、
「
勧
誘
」
で
と
る 

 

と
う
ま
く
い
く
例
。
「
な
ん
や
（
な
む
や
）
」
は
「
勧 

 

誘
・
適
当
」
に
よ
く
あ
る
形
で
「
な
」
は
強
意
（
完  

了
）
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
未
然
形
。「
ん
」
は 

「
む
」 
 

が
変
化
し
た
形
。
「
や
」
は
疑
問
の
係
助
詞
。 

 

 

11
（
訳
）
下
手
だ
ろ
う
か
（
ま
ず
い
だ
ろ
う
か
） 

 

 
 

（
説
）
推
量
の
助
動
詞
「
む
」
の
終
止
形 

 
 
 
  
  
 

二
人
称
主
語
で
は
な
く
、
「
勧
誘
・
適
当
」
で
訳
す  

と
う
ま
く
い
か
な
い
。
「
な
ん
や
」
の
「
な
」
は
完 

 
了
（
強
意
）
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
未
然
形
。
「
ん
」  

は
「
む
」
の
変
化
。
「
や
」
は
疑
問
の
係
助
詞
。

 

12
（
訳
）
生
き
て
い
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
、
い
や
き 

っ
と
生
き
て
は
い
ら
れ
な
い
だ
ろ
う 

 

 
 

（
説
）
推
量
の
助
動
詞
「
む
」
の
終
止
形 

 
 
 
  
  

「
主
語
は
「
我
ら
は
」
と
い
う
一
人
称
で
、
「
勧
誘
・  

適
当
」
で
は
な
い
。「
な
ん
や
（
な
む
や
）
」
の 

「
な
」 

 

は
完
了
（
強
意
）
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
未
然
形
。「
ん
」 

 

は
「
む
」
が
変
化
し
た
形
。「
や
」
は
反
語
の
係
助
詞
。  

 

13
（
訳
）
あ
る
だ
ろ
う
か
、
い
や
き
っ
と
無
い
だ 

ろ
う 

 

 
 

（
説
）
推
量
の
助
動
詞
「
む
」
の
終
止
形 

 
 
 
  
  

「
主
語
は
「
命
は
」
と
い
う
三
人
称
で
、
「
勧
誘
・ 

 

適
当
」
で
は
な
い
。
「
な
ん
や
（
な
む
や
）
の
「
な
」 

 

は
完
了
（
強
意
）
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
未
然
形
。 

 

「
ん
」
は
「
む
」
が
変
化
し
た
も
の
。
「
や
」
は
反
語 

 

の
係
助
詞
。 

 

 

14
（
訳
）
言
う
の
が
よ
い 

 

 
 

（
説
）
適
当
の
助
動
詞
「
む
」
の
終
止
形 

 
 
 
  
  

「
て
」
は
完
了
（
強
意
）
の
助
動
詞
「
つ
」
の
未
然 

 

形
。
ま
た
「
て
む
」
は
「
勧
誘
・
適
当
」
で
よ
く
見 

 

る
形
。 

 

 

 



15(

訳)

な
さ
る
の
が
よ
い(

な
さ
い
ま
せ
ん
か)

。  

 
 

（
説
）
勧
誘(

適
当)

の
助
動
詞
「
む
」
の
已
然
形  

 
 
  

  
「
主
語
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
文
脈
上
は
二
人 

 

称
主
語
で
あ
り
、
「
勧
誘
・
適
当
」
で
解
釈
す
る

と
う
ま
く
い
く
形
。
「
て
め
」
の
「
て
」
は
完
了

（
強
意
）
の
助
動
詞
「
つ
」
の
未
然
形
。
「
め
」

は
驚
異
の
係
助
詞
「
こ
そ
」
の
係
り
結
び
で
已
然

形
。
「
こ
そ
～
め
」
は
「
勧
誘
・
適
当
」
で
よ
く

見
る
形
。 

 

 

16
（
訳
）
交
換
し
ま
せ
ん
か 

 

 
 

（
説
）
勧
誘
の
助
動
詞
「
む
」
の
連
用
形 

 
 
 
  
  

「
て
ん
や
（
て
む
や
）
」
の
「
て
」
は
強
意
（
完
了
）  

の
助
動
詞
「
つ
」
の
未
然
形
。
「
ん
」
は
「
む
」
が  

変
化
し
た
も
の
。
「
や
」
は
疑
問
の
係
助
詞
。 

 

 

17
（
訳
）
聞
い
て
く
だ
さ
い
ま
せ
ん
か 

 

 
 

（
説
）
勧
誘
の
助
動
詞
「
む
」
の
終
止
形 

 
 
 
  
  

「
て
」
は
完
了
（
強
意
）
の
助
動
詞
「
つ
」
の
未
然 

 

形
。
「
や
」
は
疑
問
の
係
助
詞
。
主
語
は
明
示
さ
れ

て
い
な
い
が
、
文
脈
上
「
あ
な
た
は
」
と
二
人
称
主

語
で
、
「
勧
誘
」
で
解
釈
す
る
と
う
ま
く
い
く
。 

 

 

18
（
訳
）
預
け
て
く
れ
ま
せ
ん
か 

 

 
 

（
説
）
勧
誘
の
助
動
詞
「
む
」
の
終
止
形 

 
 
 
  
  

「
て
」
は
完
了
（
強
意
）
の
助
動
詞
「
つ
」
の
未
然 

 

形
。
「
や
」
は
疑
問
の
係
助
詞
。
主
語
は
明
示
さ
れ 

 

て
い
な
い
が
、
文
脈
上
「
あ
な
た
は
」
と
二
人
称
主

語
で
、
「
勧
誘
」
で
解
釈
す
る
と
う
ま
く
い
く
。 

 

 

19
（
訳
）
き
っ
と
読
む
の
だ
ろ
う
か 

 

 
 

（
説
）
推
量
の
助
動
詞
「
む
」
の
終
止
形 

 
 
 
  
  

「
て
」
は
完
了
（
強
意
）
の
助
動
詞
「
つ
」
の
未
然 

 

形
。
「
や
」
は
疑
問
の
係
助
詞
。 

 

 

20
（
訳
）
お
前
は
生
き
て
い
る
だ
ろ
う
か
、
い
や 

き
っ
と
生
き
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
。 

 

 
 

（
説
）
推
量
の
助
動
詞
「
む
」
の
終
止
形 

 
 
 
  
  

「
て
」
は
完
了
（
強
意
）
の
助
動
詞
「
つ
」
の
未
然 

 

形
。
「
ん
」
は
「
む
」
が
変
化
し
た
も
の
。
「
や
」

は
疑
問
の
係
助
詞
。 

 

 

21
（
訳
）
お
帰
り
に
な
り
ま
せ
ん
か
（
帰
り
な
さ 

る
の
が
よ
い
）
。 

 

 
 

（
説
）
勧
誘(

適
当)

の
助
動
詞
「
む
」
の
已
然
形  

 
 
  

 

「
め
」
は
強
意
の
係
助
詞
「
こ
そ
」
と
係
り
結
び
に 

 

な
っ
て
い
る
の
で
已
然
形
。
主
語
は
明
示
さ
れ
て
い 

な
い
が
文
脈
上
「
あ
な
た
は
」
と
二
人
称
主
語
で
、 

「
勧
誘
・
適
当
」
で
と
る
と
う
ま
く
い
く
。
「
こ
そ 

～
め
」
は
「
勧
誘
・
適
当
」
で
よ
く
あ
る
形
。 

 

 

22
（
訳
）
お
試
し
に
な
る
の
が
よ
い
（
試
し
な
さ 

い
ま
せ
ん
か
） 

  

（
説
）
勧
誘(

適
当)

の
助
動
詞
「
む
」
の
已
然
形 

 
 
 
  
  

「
め
」
は
強
意
の
係
助
詞
「
こ
そ
」
と
係
り
結
び
な 

 

の
で
已
然
形
。
主
語
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
文
脈 

上
「
あ
な
た
は
」
と
二
人
称
主
語
で
あ
り
、
「
勧 

 

誘
・
適
当
」
で
と
る
と
う
ま
く
い
く
。「
こ
そ
～
め
」 

 

も
「
勧
誘
・
適
当
」
で
よ
く
あ
る
形
。 

 

 

23
（
訳
）
射
な
さ
る
の
が
よ
い 

 

 
 

（
説
）
適
当
の
助
動
詞
「
む
」
の
已
然
形 

 
 
 
  

  

「
め
」
は
強
意
の
係
助
詞
「
こ
そ
」
と
係
り
結
び
で 

 

已
然
形
。
主
語
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
文
脈
上 

 

「
あ
な
た
は
」
と
二
人
称
主
語
で
あ
り
、
「
適
当
」 

 

で
と
る
と
う
ま
く
い
く
。「
こ
そ
～
め
」
も
「
勧
誘
・  

適
当
」
で
よ
く
あ
る
形
。 

 

 

24
（
訳
）
お
使
い
に
な
る
の
が
よ
い
（
お
使
い
に 

な
り
ま
せ
ん
か
） 

 

 
 

（
説
）
適
当(
勧
誘)

の
助
動
詞
「
む
」
の
已
然
形 

 
 
 
  
  

「
め
」
は
強
意
の
係
助
詞
「
こ
そ
」
と
係
り
結
び
な 

 

の
で
已
然
形
。
主
語
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
文
脈 

上
「
あ
な
た
は
」
と
二
人
称
主
語
で
あ
り
、「
勧
誘
・ 

適
当
」
で
と
る
と
う
ま
く
い
く
。
「
こ
そ
～
め
」
も 

「
勧
誘
・
適
当
」
で
よ
く
あ
る
形
。 

 

 

25
（
訳
）
物
の
情
趣
を
解
す
る
よ
う
な
友
人 

  

（
説
）
婉
曲(

仮
定)

の
助
動
詞
「
む
」
の
連
体
形  

 
 
  
  

「
ん
（
む
）
＋
名
詞
」
で
、
「
仮
定
・
婉
曲
」
の
形
。 

 

こ
こ
で
は
「
婉
曲
」
で
訳
し
た
が
、
「
も
し
物
の
情 

 

趣
を
解
す
る
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
友
が
ほ
し
い
な
あ
」 

と
「
仮
定
」
で
訳
す
こ
と
も
で
き
る
。「
ん
」
は
「
む
」 

が
変
化
し
た
形
。 

 

 

26
（
訳
）
あ
る
よ
う
な
時
は
（
も
し
あ
る
な
ら
、 

そ
の
時
は
） 

 

 

（
説
）
婉
曲(

仮
定)

の
助
動
詞
「
む
」
の
連
体
形 

 
 
 
  
  

「
ん
（
む
）
＋
名
詞
」
で
、
「
仮
定
・
婉
曲
」
の 

形
。
仮
定
・
婉
曲
ど
ち
ら
で
も
訳
せ
る
。 

 

 

27
（
訳
）
自
分
こ
そ
は
優
れ
て
い
る
と
思
う
よ
う 

な
人
々
は
（
自
分
こ
そ
は
優
れ
て
い
る 

と
も
し
思
う
な
ら
、
そ
の
人
々
は
） 

 



 
 

（
説
）
婉
曲(

仮
定)

の
助
動
詞
「
む
」
の
連
体
形  

 
 
  
  
 

「
ん
（
む
）
＋
名
詞
」
で
、
「
仮
定
・
婉
曲
」
の
形
。 

 

仮
定
・
婉
曲
ど
ち
ら
で
も
訳
せ
る
。 

 

 

28
（
訳
）
宝
の
山
に
入
っ
て
、
何
も
取
ら
ず
手
ぶ 

ら
で
帰
っ
た
よ
う
な
気
持
ち
が
す
る
。 

 

 
 

（
説
）
婉
曲
の
助
動
詞
「
む
」
の
連
体
形 

 
 
 
  

  
 

「
む
＋
名
詞
」
で
「
婉
曲
」
で
と
る
と
よ
い
。

 

29
（
訳
）
献
上
す
る
よ
う
な
人
に
は
（
も
し
献
上 

す
る
な
ら
、
そ
の
人
に
は
） 

 

 
 

（
説
）
婉
曲(

仮
定)

の
助
動
詞
「
む
」
の
連
体
形  

 
 
  
  
 

「
む
＋
名
詞
」
で
、
「
仮
定
・
婉
曲
」
。
仮
定
・
婉 

曲
ど
ち
ら
で
も
訳
せ
る
。 

 

 

30
（
訳
）
お
前
が
欲
し
い
と
思
う
よ
う
な
物
を 

(

も
し
欲
し
い
と
思
う
な
ら
、
そ
の
物
を)

  

 
 

（
説
）
婉
曲(

仮
定)

の
助
動
詞
「
む
」
の
連
体
形 

 
 
 
  
  
 

「
ん
（
む
）
＋
名
詞
」
で
、
「
仮
定
・
婉
曲
」
。
仮 

定
・
婉
曲
ど
ち
ら
で
も
訳
せ
る
。
。 

 

31
（
訳
）
火
で
焼
く
よ
う
な
時
に
（
も
し
火
で
焼 

く
と
し
て
・
火
で
焼
い
て
み
て
） 

 

 
 

（
説
）
婉
曲(

仮
定)

の
助
動
詞
「
む
」
の
連
体
形  

 
 
  
  
 

「
む
に
」
で
、
「
仮
定
・
婉
曲
」
に
な
る
例
。
「
に
」 

 

は
格
助
詞
。
「
焼
か
む
《
時
・
場
合
》
に
」
と
言
葉 

 

を
補
う
と
読
み
や
す
く
な
る
。
仮
定
・
婉
曲
ど
ち 

 

ら
で
も
訳
せ
る
。 

 

 

32
（
訳
）
私
が
后
と
な
る
よ
う
な
時
に
は
（
も
し
后

と
な
る
と
し
た
ら
、
そ
の
時
に
は
） 

 

 
 

（
説
）
婉
曲(

仮
定)

の
助
動
詞
「
む
」
の
連
体
形 

 

      

「
む
に
」
で
、「
仮
定
・
婉
曲
」
に
な
る
例
。「
に
」 

は
格
助
詞
。「
成
ら
む
《
時
・
場
合
》
に
」
と
言 

葉
を
補
う
と
読
み
や
す
く
な
る
。
仮
定
・
婉
曲 

ど
ち
ら
で
も
訳
せ
る

 

33
（
訳
）
踏
む
よ
う
な
時
に
（
も
し
踏
む
と
し
た
ら
、

そ
の
時
に
） 
 

 
 

（
説
）
婉
曲(

仮
定)

の
助
動
詞
「
む
」
の
連
体
形 

 

      

「
ん(

む)

に
」
の
形
で
「
仮
定
・
婉
曲
」
に
な
る 

例
。「
も
」
は
係
助
詞
。「
踏
ま
ん
《
時
・
場
合
》

に
」
と
言
葉
を
補
う
と
読
み
や
す
く
な
る
。
仮

定
・
婉
曲
ど
ち
ら
で
も
訳
せ
る
。 

 

34
（
訳
）
寝
な
い
よ
う
な
場
合
も
（
も
し
寝
な
い
と

し
た
ら
、
そ
の
場
合
も
、
寝
な
い
よ
う
な
こ

と
も
） 

 

 
 

（
説
）
婉
曲(

仮
定)

の
助
動
詞
「
む
」
の
連
体
形 

 

      

「
む
も
」
の
形
で
「
仮
定
・
婉
曲
」
に
な
る
例
。 

 

「
も
」
は
係
助
詞
。「
寝
ざ
ら
む
《
時
・
場
合
・ 

こ
と
》
も
」
な
ど
言
葉
を
補
う
と
読
み
や
す
く 

な
る
。
仮
定
・
婉
曲
ど
ち
ら
で
も
訳
せ
る
。 

 

 

35
（
訳
）
返
事
す
る
よ
う
な
時
も
（
も
し
返
事
し
た 

  

ら
、
そ
の
時
も
） 

 

 
 

（
説
）
婉
曲(

仮
定)

の
助
動
詞
「
む
」
の
連
体
形 

 

 
 
  
  

 

「
ん
（
む
）
も
」
の
形
で
「
仮
定
・
婉
曲
」
に
な
る

例
。「
も
」
は
係
助
詞
。「
答
へ
む
《
時
・
場
合
》
も
」

と
言
葉
を
補
う
と
読
み
や
す
く
な
る
。
仮
定
・
婉

曲
ど
ち
ら
で
も
訳
せ
る
。 

 

 

36
（
訳
）
わ
ず
ら
わ
し
そ
う
に
会
話
す
る
よ
う
な
こ 

と
も
（
も
し
会
話
す
る
な
ら
、
そ
れ
も
） 

 
 

 

(

説
）
婉
曲(

仮
定)

の
助
動
詞
「
む
」
の
連
体
形 

 

 
 
 
 

「
ん(

む)

も
」
の
形
で
「
仮
定
・
婉
曲
」
に
な
る
例
。 

「
も
」
は
係
助
詞
。
「
言
は
ん
《
時
・
場
合
・
こ
と
》 

も
」
な
ど
言
葉
を
補
う
と
読
み
や
す
く
な
る
。
仮 

定
・
婉
曲
ど
ち
ら
で
も
訳
せ
る
。 

 

 

37
（
訳
）
全
部
を
張
り
替
え
ま
す
よ
う
な
時
は
（
全 

部
を
も
し
張
り
替
え
ま
す
な
ら
ば
、
そ
の 

場
合
は
） 

 
 
 

（
説
）
婉
曲(

仮
定)

の
助
動
詞
「
む
」
の
連
体
形 

 

「
む
は
」
の
形
で
「
仮
定
・
婉
曲
」
に
な
る
例
。「
は
」 

  

は
係
助
詞
。「
張
り
替
へ
候
は
む
《
時
・
場
合
・
こ 

と
》
は
」
な
ど
言
葉
を
補
う
と
読
み
や
す
く
な
る
。 

 

仮
定
・
婉
曲
ど
ち
ら
で
も
訳
せ
る
。 

 

 

38
（
訳
）
言
っ
た
よ
う
な
時
は
（
も
し
言
う
と
し
た

ら
、
そ
の
時
は
） 

 
  

（
説
）
婉
曲(

仮
定)

の
助
動
詞
「
む
」
の
連
体
形 

 

「
ん(

む)

は
」
の
形
で
「
仮
定
・
婉
曲
」
に
な
る
例
。

「
は
」
は
係
助
詞
。「
言
ひ
た
ら
ん
《
時
・
場
合
》
は
」 

  

な
ど
言
葉
を
補
う
と
読
み
や
す
く
な
る
。
仮
定
・
婉

曲
ど
ち
ら
で
も
訳
せ
る
。 

 

39
（
訳
）
使
わ
な
い
よ
う
な
時
は
（
も
し
使
わ
な
い 

な
ら
、
そ
の
時
は
） 

 
  

（
説
）
婉
曲(

仮
定)

の
助
動
詞
「
む
」
の
連
体
形 

 

「
む
は
」
の
形
で
「
仮
定
・
婉
曲
」
に
な
る
例
。「
は
」 

 

は
係
助
詞
。「
用
ゐ
ざ
ら
む
《
時
・
場
合
》
は
」
と

言
葉
を
補
う
と
読
み
や
す
く
な
る
。
仮
定
・
婉
曲
ど

ち
ら
で
も
訳
せ
る
。 



 
40
（
訳
）
後
世
ま
で
残
る
よ
う
な
時
は
（
も
し
残
る 

と
し
た
ら
、
そ
の
時
は
） 

 
 
 

 
 

（
説
）
婉
曲(

仮
定)

の
助
動
詞
「
む
」
の
連
体
形 

  
 

 
「
ん(
む)

こ
そ
」
の
形
で
「
仮
定
・
婉
曲
」
に
な
る 

例
。「
こ
そ
」
は
係
助
詞
。「
有
ら
ん
《
時
・
場
合
・ 

こ
と
》
こ
そ
」
な
ど
言
葉
を
補
う
と
読
み
や
す
く
な 

る
。
仮
定
・
婉
曲
ど
ち
ら
で
も
訳
せ
る
。 

 

 

41
（
訳
）
髪
が
美
し
い
よ
う
な
時
こ
そ
（
髪
が
も
し

美
し
い
な
ら
、
そ
の
時
こ
そ
） 

 
 

 

（
説
）
婉
曲(

仮
定)

の
助
動
詞
「
む
」
の
連
体
形 

「
ん(

む)

こ
そ
」
の
形
で
「
仮
定
・
婉
曲
」
に
な
る 

例
。「
こ
そ
」
は
係
助
詞
。「
め
で
た
か
ら
ん
《
時
・

場
合
・
こ
と
》
こ
そ
」
な
ど
言
葉
を
補
う
と
読
み
や

す
く
な
る
。
仮
定
・
婉
曲
ど
ち
ら
で
も
訳
せ
る
。 

 

 

42
（
訳
）
見
せ
る
よ
う
な
時
こ
そ
（
も
し
見
せ
る
な

ら
、
そ
の
時
こ
そ
） 

 
 

 

（
説
）
婉
曲(

仮
定)

の
助
動
詞
「
む
」
の
連
体
形 

「
ん
こ
そ
」
の
形
で
「
仮
定
・
婉
曲
」
に
な
る
例
。

「
こ
そ
」
は
係
助
詞
。「
見
え
ん
《
時
・
場
合
・
こ
と
》 

 
 

こ
そ
」
な
ど
言
葉
を
補
う
と
読
み
や
す
く
な
る
。
仮

定
・
婉
曲
ど
ち
ら
で
も
訳
せ
る
。 

 

43
（
訳
）
愛
さ
れ
る
よ
う
な
時
ほ
ど
（
も
し
愛
さ
れ

る
な
ら
、
そ
の
時
ほ
ど
） 

 
  

（
説
）
婉
曲(

仮
定)

の
助
動
詞
「
む
」
の
連
体
形 

 

係
り
結
び
に
な
っ
て
い
て
連
体
形
。 

 

44
（
訳
）
人
々
が
参
上
す
る
だ
ろ
う 

（
説
）
推
量
の
助
動
詞
「
む
ず
」
の
終
止
形 

「
む
ず
」
は
「
む
と
す
」
（
～
し
よ
う
と
す
る
）
の 

変
化
し
た
語
で
、
「
む
」
と
同
様
と
考
え
て
よ
い
。 

 

45
（
訳
）
私
は
き
っ
と
疑
わ
れ
る
だ
ろ
う 

（
説
）
推
量
の
助
動
詞
「
む
ず
」
の
終
止
形 

「
ん
ず(

む
ず)

」
は
「
む
と
す
」(

～
し
よ
う
と
す
る)

 

の
変
化
し
た
語
で
、「
む
」
と
同
様
と
考
え
て
よ
い
。 

「
な
」
は
強
意(

完
了)

の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
未
然
形
。 

 

46
（
訳
）
必
ず
死
ぬ
だ
ろ
う 

（
説
）
推
量
の
助
動
詞
「
む
ず
」
の
終
止
形 

「
む
ず
」
は
「
む
と
す
」(

～
し
よ
う
と
す
る)

の
変 

化
し
た
語
で
、
「
む
」
と
同
様
と
考
え
て
よ
い
。 

 47
（
訳
）
か
か
る
だ
ろ
う(

必
要
で
あ
る
だ
ろ
う)

 

（
説
）
推
量
の
助
動
詞
「
む
ず
」
の
終
止
形 

「
ん
ず(

む
ず)

」
は
「
む
と
す
」(

～
し
よ
う
と
す
る)

 

の
変
化
し
た
語
で
、「
む
」
と
同
様
と
考
え
て
よ
い
。 

「
な
」
は
強
意(

完
了)

の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
未
然
形
。 

 

48
（
訳
）
き
っ
と
起
こ
す
だ
ろ
う 

（
説
）
推
量
の
助
動
詞
「
む
ず
」
の
終
止
形 

「
ん
ず(

む
ず)

」
は
「
む
と
す
」(

～
し
よ
う
と
す
る)

 

の
変
化
し
た
語
で
、「
む
」
と
同
様
と
考
え
て
よ
い
。 

「
ん
ず
」
に
続
く
助
動
詞
「
ら
ん(

ら
む)

」
は
一
般 

に
は
現
在
推
量
（
今
ご
ろ
～
だ
ろ
う
）
だ
が
、
こ
の 

例
文
の
よ
う
に
「
む
ず
ら
む
」
の
形
で
使
わ
れ
る
場 

合
は
、
単
に
推
量
（
～
だ
ろ
う
）
で
訳
す
と
よ
い
。 

 

 

49
（
訳
）
親
は
ど
ん
な
に
腹
立
ち
な
さ
る
だ
ろ
う

（
説
）
推
量
の
助
動
詞
「
む
ず
」
の
終
止
形 

「
ん
ず
（
む
ず
）
」
は
「
む
と
す
」（
～
し
よ
う
と
す

る
）
の
変
化
し
た
語
で
、「
む
」
と
同
様
と
考
え
て
よ

い
。「
ん
ず
」
に
続
く
助
動
詞
「
ら
ん
（
ら
む
）
」
は

一
般
に
は
現
在
推
量
（
今
ご
ろ
～
だ
ろ
う
）
だ
が
、

こ
の
例
文
の
よ
う
に
「
む
ず
ら
む
」
の
形
で
使
わ
れ

る
場
合
は
、
単
に
推
量
（
～
だ
ろ
う
）
で
訳
す
と
よ

い
。 

 

50
（
訳
）
ど
れ
ほ
ど
嘆
き
な
さ
る
だ
ろ
う 

（
説
）
推
量
の
助
動
詞
「
む
ず
」
の
終
止
形 

「
む
ず
」
は
「
む
と
す
」（
～
し
よ
う
と
す
る
）
の
変

化
し
た
語
で
、「
む
」
と
同
様
と
考
え
て
よ
い
。「
む

ず
」
に
続
く
助
動
詞
「
ら
む
」
は
一
般
に
は
現
在
推

量
（
今
ご
ろ
～
だ
ろ
う
）
だ
が
、
こ
の
例
文
の
よ
う

に
「
む
ず
ら
む
」
の
形
で
使
わ
れ
る
場
合
は
、
単
に

推
量
（
～
だ
ろ
う
）
で
訳
す
と
よ
い
。 

51
（
訳
）
ど
こ
か
へ
行
こ
う
と
す
る 

（
説
）
意
志
の
助
動
詞
「
む
ず
」
の
連
体
形 

「
ん
ず
（
む
ず
）
」
は
「
む
と
す
」（
～
し
よ
う
と
す

る
）
の
変
化
し
た
語
で
、
こ
の
例
文
で
は
元
の
形
「
行

か
む
と
す
る
」
に
置
き
換
え
る
と
解
釈
し
や
す
い
。 

52
（
訳
）
さ
し
上
げ
よ
う
と
思
う
の
で
す 

（
説
）
意
志
の
助
動
詞
「
む
ず
」
の
連
体
形 

「
ん
ず
（
む
ず
）
」
は
「
む
と
す
」（
～
し
よ
う
と
す

る
）
の
変
化
し
た
語
で
、
こ
の
例
文
で
は
元
の
形 

「
奉
り
候
は
む
と
す
る
」
と
置
き
換
え
る
と
解
釈
し

や
す
い
。
「
な
り
」
は
断
定
の
助
動
詞
。 



53
（
訳
）
あ
ぶ
り
殺
そ
う
と
思
う
の
だ 

（
説
）
意
志
の
助
動
詞
「
む
ず
」
の
連
体
形 

「
ん
ず
（
む
ず
）
」
は
「
む
と
す
」（
～
し
よ
う
と
る
）

の
変
化
し
た
語
で
、
こ
の
例
文
で
は
元
の
形
「
炙
り

殺
さ
む
と
す
る
」
と
置
き
換
え
る
と
解
釈
し
や
す

い
。 

54
（
訳
）
し
な
さ
る
の
が
よ
い 

（
説
）
適
当
の
助
動
詞
「
む
ず
」
の
已
然
形 

「
む
ず
れ
」
は
強
意
の
係
助
詞
「
こ
そ
」
と
係
り
結

び
で
已
然
形
。
主
語
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
文

脈
上
「
あ
な
た
は
」
と
二
人
称
主
語
で
あ
り
、「
む
」

の
場
合
と
同
様
に
「
勧
誘
・
適
当
」
で
解
釈
す
る
と

う
ま
く
い
く
。
ま
た
こ
の
例
文
で
は
「
こ
そ
～
む
ず

れ
」
だ
が
、「
こ
そ
～
め
」
も
「
勧
誘
・
適
当
」
で

よ
く
あ
る
形
。 

55
（
訳
）
し
な
さ
る
の
が
よ
い 

（
説
）
適
当
の
助
動
詞
「
む
ず
」
の
已
然
形 

「
む
ず
れ
」
は
強
意
の
係
助
詞
「
こ
そ
」
と
係
り
結

び
で
已
然
形
。
主
語
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
文

脈
上
「
あ
な
た
は
」
と
二
人
称
主
語
で
あ
り
、「
む
」

の
場
合
と
同
様
に
「
勧
誘
・
適
当
」
で
解
釈
す
る
と

う
ま
く
い
く
。
ま
た
こ
の
例
文
で
は
「
こ
そ
～
む
ず

れ
」
だ
が
、「
こ
そ
～
め
」
も
「
勧
誘
・
適
当
」
で

よ
く
あ
る
形
。 

56
（
訳
）
失
う
よ
う
な
こ
と
は
（
も
し
失
う
と
し
た 

 
 

ら
、
そ
の
時
は
） 

（
説
）
婉
曲(

仮
定)

の
助
動
詞
「
む
ず
」
の
連
体
形 

「
ん
ず(

む
ず)

＋
名
詞
」
で
「
仮
定
・
婉
曲
」
。
仮
定
・

婉
曲
ど
ち
ら
で
も
訳
す
こ
と
が
で
き
る
「
。
て
」
は

強
意(

完
了)

の
助
動
詞
「
つ
」
の
未
然
形
。 

57
（
訳
）
帰
っ
て
し
ま
い
ま
す
よ
う
な
こ
と
（
も
し 

帰
り
ま
す
と
し
た
ら
、
そ
の
こ
と
） 

（
説
）
婉
曲(

仮
定)

の
助
動
詞
「
む
ず
」
の
連
体
形 

「
む
ず
＋
名
詞
」
で
「
仮
定
・
婉
曲
」
。
仮
定
・
婉
曲

ど
ち
ら
で
も
訳
す
こ
と
が
で
き
る
。「
な
」
は
完
了

（
強
意
）
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
未
然
形
。 

 

      

         


